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８月３日（月） 放送朝礼

先週の土曜日に、東海地方の梅雨がやっと明けました。平年より１１日、昨年より８
日遅い梅雨明けとなりました。それとともに猛暑がやってきました。今週末から夏休み
が始まります。健康管理に努め、熱中症にくれぐれも気を付けてほしいと思います。裏
面に環境省と厚生労働省から出ている資料をつけましたので、熱中症予防とコロナ
感染防止の参考にしてください。
○ 校長講話
皆さんも知っているとおり、全国的な新型コロナウイルス感染拡大にと

もない、愛知県内でも新たな感染者が連日１００名を超え、２００名に届き
そうな日もある状況です。津島市内でも感染者が１６名確認され、だれも
が感染者となる可能性のある状況です。「自分は大丈夫だろう」と油断や
気を緩めず、緊張感をもって「新型コロナウイルスに感染しない、感染さ
せない」ための行動をとる必要があります。先週の放送朝礼で、今私たち
にできることは、自分や大切な人の健康や命を守るために、「手洗いや手
指のアルコール消毒」「熱中症対策をしながらのマスクの着用」「換気」
の３つの行動をとることと話しました。今後、８日（土）から始まる夏休み中
も含め、学校でも家庭でも感染防止対策に努めてほしいと思います。
日本赤十字社の資料によると、新型コロナウイルスには「３つの感染

症」という顔があると載っています。第１の感染症は、新型コロナウイルス
感染症という「病気そのもの」です。第２の感染症は、「不安と恐れ」です。
目にみえないウイルス、まだワクチンや薬も開発されていません。分からな
いことがまだ多いので不安になったり、怖くなったりし
ます。第３の感染症は、「嫌悪・偏見・差別」です。不安
や恐れによって、ウイルス感染にかかわる人や対象を
遠ざけたり、差別したりするなど、人と人との信頼関係
や社会のつながりが壊されてしまいます。見えないウ
イルスへの不安が、見える特定の対象にすり替わり、
不愉快と思う対象を偏った見方で、差別して安心感
を得ようとするのです。新型コロナウイルスの感染が
広がっていく中で、残念ながらすでに差別や偏見は
起きています。具体的な差別や偏見は皆さんでぜひ
調べてみてください。
第１の感染症から第３の感染症はつながっています。新型コロナウイルス感染症の怖さは、病気そのも

のだけでなく、病気が不安を呼び、不安が差別を生み、差別がさらなる病気の拡散につながることです。
現在の感染状況は、だれもが感染者となる可能性があると書きました。あなた自身や身近な人が感染者
となる可能性があるということです。感染したくて感染する人はだれもいません。それなのに差別や偏見を
受けたら・・・。新型コロナウイルス感染対策は、これからも長く続くことが予想されます。感染症の収束に
向け、一人一人が今できることを行い、みんなで乗り越えていけたらと思います。

部活動と部活動懇談会の中止

新型コロナウイルス感染拡大にともなって、部活動を８月４日（火）から８月２４日
（月）まで中止しました。また、８月７日（金）の部活動懇談会も中止します。
８月７日（金）は、５時間授業となり、３年生の皆さんは、すぐに下校となりますが、

１・２年生の皆さんは、各部活動に分かれてミーティングを行います。各部活動の顧
問から文書を配付しますので、ご家庭でもお子様といっしょにご覧ください。１年生
の皆さんは、正式入部となったところでの部活動中止で残念ですが、部活動再開
を楽しみにしていてください。
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